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関節リウマチについて

こんなこと
   伝えていいのかな？

仕事はこれまで
通り続けたい

将来の妊娠に
影響はあるのかな…

お薬はずっと
飲まないといけない？

将来関節が変形して
しまわないか不安

リウマチがよくなったら
テニスがしたいな

適切な治療のためには、普段感じている
負担や不安、要望を伝えることが重要です。 
一緒に話し合い、治療方針を決めていきましょう。

関節リウマチとは？
関節リウマチは関節の痛みや腫れ、こわばりなどの
症状を引き起こします。放っておくと関節が変形
したり固まったりして、動かしにくい状態となり
普段の生活にも支障をきたすことがあります。

関節の
変形

関節の
痛みや腫れ

日常生活への
影響



関節リウマチ治療には基礎療法、薬物療法、
リハビリテーション、手術療法があります。

適切な治療で期待できること
関節の痛みや腫れ、こわばり、だるさなどの軽減や、

関節破壊の進行を遅らせることで、生活の質の改善が期待できます。

関節リウマチ治療の選択肢

関節リウマチに関する正しい知識を得る、適度な運動と
安静の維持、規則正しい栄養バランスの良い食事など、
日常的な注意点について指導を行います。

基礎療法
疾患指導、生活指導、
栄養指導 など

お薬によって関節の腫れや痛みを抑え、関節破壊の
進行を抑えることが目標です。お薬はライフステージや
ライフスタイルを考慮して選ぶことができます。

薬物療法
従来型抗リウマチ薬、

生物学的製剤、JAK阻害薬 など

お薬による治療やリハビリテーションを行っても残る
関節の症状や機能の低下に対し、手術療法を選択する
ことがあります。

手術療法
人工関節置換術、
関節形成術 など

関節の動く範囲を広げ、関節や体の痛みをとったり、
動かしやすくするための運動療法を行います。

リハビリテーション

運動療法、理学療法 など



関節の痛みや腫れをそのままにしておくと骨や軟骨が徐々に破壊されて
いく可能性があるため、進行する前に治療を行うことが重要です。

関節リウマチの治療ゴールとは
治療ゴールは、長い人生において生活の質（QOL）を

良い状態に保ち続けることです。

関節リウマチとは

治療ゴールの達成には早期の治療開始が重要です。
治療ゴール達成のために３つの「寛解」を目指しましょう。

普通の生活を
送れる

【機能的寛解】

関節の痛みや
腫れをとりのぞく
【臨床的寛解】

骨や軟骨の
破壊を抑える
【構造的寛解】

（イメージ図）

滑膜

関節包

関節液
軟骨

痛みや腫れが生じる

［初期の状態］
滑膜が増殖し、

関節内に炎症が起こる

痛みや腫れが強くなる
関節の変形により、
動かしにくくなる

［進行した状態］
増殖した滑膜により、
軟骨や骨が破壊される

正常な関節 関節リウマチ



関節リウマチ治療の流れ
従来型抗リウマチ薬による治療

従来型抗リウマチ薬
飲み薬・注射薬

01

治療効果が不十分な場合

薬剤の変更02
JAK阻害薬
飲み薬

生物学的製剤
注射薬・点滴
効果不十分の場合は異なる生物学的製剤やJAK阻害薬へ変更

治療効果は3～6ヵ月を目安に評価

関節リウマチ治療の選択肢が増えています。
あなたにあった治療を相談しながら決めていきましょう。

ライフスタイルやご希望に合わせて
飲み薬と注射薬を選択できます。

関節リウマチの薬物療法について

従来型抗リウマチ薬
［ 飲み薬・注射薬 ］

生物学的製剤
［ 注射薬・点滴 ］

JAK阻害薬
［ 飲み薬 ］

主な関節リウマチ治療薬

JAKという酵素の働きを抑え
炎症や関節破壊を抑えること
が期待できます。

炎症を引き起こす物質の働き
を妨げ、炎症や関節破壊を抑
えることが期待できます。

炎症の原因である免疫の異
常を改善することが期待でき
ます。
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